
高校と地域をつなぐ人材
の在り方に関する研究会

第2回会議

日時：令和元年7月12日(金)16:30～18:30

場所：文部科学省7階特別会議室

地域との協働による高等学校教育改革推進事業 PDCAサイクル構築のための調査研究

事務局：一般財団法人地域・教育魅力化プラットフォーム



定義
必要な方策

（法整備、制度、事業など）
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(

個
人)
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デ
ィ
ネ
ー
ト
人
材

・役割・業務
・資質・能力
（スタンス含む）
・位置づけ
（所属・管轄等含む）
・その他

・制度（権限・責任等）
・配置（財源）
・養成（新規人材）
・育成（既存人材）
・獲得（採用・赴任・バンク・派遣等）
・キャリアパス（異動・昇進等）
・全国コミュニティ構築
・活用（手引きの作成等）
・その他

(

組
織)

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

・役割
・構成要素
・その他

・制度（権限・責任等）
・モデル構築・調査研究
・構築支援
・運営支援
・資金獲得
・全国コミュニティ構築
・その他

高校と地域をつなぐ人材の在り方に関する研究会で議論する範囲
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高校と地域をつなぐ人材に関する2019～2021年の大枠の道筋(案)

2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

約140人

2021年度 2022年度

内閣府

各地域

高校現場

在り方研究会

研究会

関連イベント

2019年度（H31） 2020年度（H32）

支援策

文科省

総務省

高

校

新

学

習

指

導

要

領

本

格

実

施

中央教育審議会（CNの在り方答申へ）

2019年度 地域との協働による高等学校教育改革推進事業

地方創生関連事業 2020~2024

（⇒CNの育成できれば配置にも使える事業開始）

過疎懇談会 継続

過疎法

改正法

成立

学校教育法施行規則改定

2020年度 地域との協働による高等学校教育改革推進事業

地方創生総合戦略（2020～2024）議論

６

月

骨

太

の

方

針

地域協働事

業最終年度

(新事業構築)

CNの

配置

に使

える

税源

確保教育再生実行会議

６

月

骨

太

の

方

針

地域との協働による高等学校改革推進事業

採択51校+αでの配置（計200人）

配置数拡充

（→700人程度へ？）

認定・資格化の可能性検討

COC+、リカレント、社会教育士、教員育成、協

働推進員等を含めてCNに活用できる事業検討 CN育成に関する研究事業開始

CN配置に関するガイドブック作成

CNに関する調査・研究・評価 魅力化評価

育成・養成・共学共創等

CN活用ガイド作成

2～3月

ガイド

ライン

公表

次年度の配置及び

育成費用の予算化

11/3

全国地域教育

シンポジウム

全国CNサミット

10/23,24

全国サミット

定義・支援等

意見交換

CNガイドライン作成

1月第4回会議

ガイドライン

とりまとめ

10月第3回会議

財源含めた

制度案検討

7/12第2回会議

CNの定義確定

配置/支援策検討

5/17第1回会議

CNの定義検討

CN配置・採用支援

10月

全国サミット

8月

全国高P連

採用活動
次年度の配置及び

育成費用の予算化

モデル校+αでの配置

（計300人？）
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議題①
コンソーシアムの機能
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都
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県(

教
育
委
員
会)
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高校と地域をつなぐコーディネート人材の役割（前回議論整理）

コーディネート人材A

• 地域社会と関わる教育課程の企画・
運営・支援

• 地域系部活動等の教育課程外の地域
探究や活動

• 学校教育への地域資源の活用 など

• 地域資源の掘り起し・開発
• 学校外の高校生の活動の企画・支援
• 地域留学の企画・調整（下宿等含む）

• 卒業生とのつながり構築や活動支援
など

• 組織体制の運営（ビジョン・計画づくり等）
• 外部資源獲得（ふるさと納税、寄附等）
• 大学・民間企業等との連携・協働 など

コーディネート人材B

地域・高校魅力化コンソーシアム

高校と地域をつなぐためにはA高校から地域に開き「社会に開かれた教育課程の実現」を
推進するコーディネート人材と、B地域から高校をつなぎ「高校を核とした地方創生」
を推進するコーディネート人材が必要。どちらもボランティアではなく、プロフェッショナル人材。

市
町
村(

首
長
部
局
等)

◎地域から高校をつなぎ「高校を核とした地方創生」を推進するコーディネート人材
【位置づけ】社会教育的な資質能力を持った地域人材
【雇用】市町村が雇用もしくは市町村がコンソーシアム等へ委託

◎高校から地域に開き「社会に開かれた教育課程」を推進するコーディネート人材
【位置づけ】社会教育的な資質能力※を持った教職員
【雇用】都道府県が雇用もしくは都道府県がコンソーシアム等へ委託

※社会教育的な資質能力＝学校と地域社会の多様な主体と協働し、地域課題解決等の探究的な学習活動の支援を行い、人づくり・つながりづくり・地域づくりを推進する力（社会教育士等）



地域・高校魅力化コンソーシアム

「社会に開かれた教育課程の実現」と「高校を核とした地方創生・地域力創造」の持続可能な
好循環を生み出すためには、基盤となる協働の組織体制（地域・高校魅力化コンソーシアム）
を構築していく必要がある。

※学校運営協議会、学校評議員、学校関係者評価委員会、地域学校協働本部、関係案内所等の機能も兼ねて一体的な運用も可

都
道
府
県(

教
育
委
員
会)

市
町
村(

首
長
部
局
等)

伴走
支援

参画
支援

協働
提案

意見
提案
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高校と地域をつなぐ地域・高校魅力化コンソーシアムの機能（事務局案）

市町村長・市町村教育長、高校校長、PTA会長、卒業生会長等

※事務局は市町村担当者、高校事務職員、コーディネート人材等

学校教育的機能

• 地域社会と関わる教育課程の企画・運営・
支援

• 地域系部活動等の教育課程外の地域探究や
活動

• 学校教育への地域資源の活用 など

高校教職員、保護者、地域住民、大学教員等

• 地域資源の掘り起し・開発
• 地域留学の企画・運営・調整（下宿等含む）
• 学校外の高校生の活動の企画・運営・支援
• 卒業生とのつながり構築や活動支援 など

地域力創造的機能

公民館等社会教育関係者、卒業生会役員、移住
定住・地域振興担当、地域づくり団体等

小中学校・大学・公民館・地域運営自主組織・民間団体・NPO・企業等

参画・協働 情報共有・課題解決

経営的
機能

・組織体制の運営（ビジョン・計画づくり等）
・全体の意思決定・各機能間の調整
・大学・民間企業等との連携・協働
・外部資源獲得（ふるさと納税、寄附等 など



議題②
コーディネート機能（人材・
組織）支援に必要な仕組み

問い「コーディネート機能の充実・強化に向け、

国として検討すべき支援策は何か？」
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全国の都道府県の認識
全国都道府県教育長協議会 平成30年度調査研究より ※別紙配布
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全国の都道府県の認識
全国都道府県教育長協議会 平成30年度調査研究より ※別紙配布
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コーディネーターに関する課題と今後の施策の方向性

高校と地域をつなぐコーディネーターは、
現場の切実な必要感から、現在全国で140名
を超えるほどまで広がってきている。

しかし、その配置や育成に関わる国の制度や
仕組みがまったく追いついていないため、

現場では圧倒的な人材不足と場当たり的な
配置・育成が日々広がっている。

早急に配置・育成等の方策を検討する必要
がある。
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コーディネート機能（人材・組織）支援に必要な仕組み（事務局案）

コーディネート人材A

• 地域社会と関わる教育課程の企画・
運営・支援

• 地域系部活動等の教育課程外の地域
探究や活動

• 学校教育への地域資源の活用 など

• 地域留学の企画・運営・調整（寮・
下宿等含む）

• 地域資源の掘り起し・開発
• 卒業生とのつながり構築や活動支援
など

• 組織体制の運営（ビジョン・計画づくり等）
• 外部資源獲得（ふるさと納税、寄附等）
• 大学・民間企業等との連携・協働 など

コーディネート人材B

地域・高校魅力化コンソーシアム

高校と地域をつなぐコーディネート機能の支援及び展開には、文部科学省・内閣府・総務省等
が組織横断で連携し、制度・事業等を設計・運用する必要がある。

都
道
府
県(

教
育
委
員
会)

市
町
村(

首
長
部
局)
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過疎地域の課題と特色を踏まえた魅力的な高校づくり

教育面 地域面

過疎地域の
課題

• 少子化による高校存続の危機

• 人間関係の固定化や価値観の同
質化、刺激や競争の減少等

• 教育格差
※H28年度大学・短期大学進学率
…過疎地域38.1%、全国54.7%

• 人口減少の加速（統廃合により地域

自体の存続が困難になる）
※(離島の)高等学校の有無による人口減動態の差
…高校なし-39.2%、高校1校-28.3%

• 子ども・若者の流出

• 地域づくりの担い手不足

過疎地域の
魅力

• 地域社会の課題が山積
→現実感のある課題解決型学習が可能

• 高校に対する高い当事者意識
• 地域住民同士のつながりが密
→高校への参画・協働が容易

目指すべき
方向性

• 社会に開かれた教育課程の実現
（地域課題の解決等を通じた探究的な学び、
地域とともにある学校づくり等）

• 主体性・協働性・探究性・社会
性等の育成

• 関係人口の創出・拡大

• 地域社会の次代の担い手育成

• 地方創生・地域力創造

過疎地域には教育・地域における特有の課題があるが、一方で活かすべき魅力も多く、緊急的が対応が必要
な過疎地域において、高校魅力化を優先して進める必要がある。

→過疎法の改正により、配置に応じて地方自治体に交付税措置を行えるようにする。

過疎市町村（一部過疎の市町村145を除く）のうち、公立高校（公立中等教育学校含む）があるのは403市町村（60％）。
過疎市町村（一部過疎の市町村145を除く）にある公立高校（公立中等教育学校含む）の数は617校。 12



参考資料
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研修・学びあい

コミュニティ等

具体・個別的

な内容

高校魅力化コーディネー
ター育成プログラム

地域と高校の協働に焦
点を当てた内容

社会教育主事講習

高校に限らず社会教育・地域学校協働・
コーディネート等に関する全般的内容

扱うテーマの広さ

実践的
専門的
具体的

基礎的
汎用的
学術的

【参考】高校と地域をつなぐコーディネート人材の育成施策（私案）

60時間以上で

『高校魅力化コーディネーター』

称号付与（大学履修証明）

※COC+後継事業・リカレント教育

4科目8単位（約120時間）で

『社会教育士』

※オンライン等の活用で

学習機会の拡大

時間・形態自由

称号等なし

※国の地域協働による高校改革事業や

各都道府県等で実施・支援

これから高校のコーディネート
人材になりたい人
（なる人・なったばかりの人）

既に高校のコーディネート人材
になっている人（現場在り）

高校に限らず基礎的
コーディネート力を
身につけたい人
（現場在り・無し）
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コンソーシアム

大学見学・体験

アカデミックインターン

学校推薦型選抜

総合型選抜

等

全国の「地域との協働による高校魅力化」「高校を核とした地方創生」の
共学共創ネットワーク・コミュニティ（高校・市町村・NPO等）

大学
地域創生系大学・学部・学科等
高大連携・地域連携セクション等

高校のPBL支援・伴走

高大連携型PBL

キャリア教育支援

（PBL×研究・進路）

等

企業等
地方進出企業、地域創生系事業部、
教育系事業部、CSR、人事部等

企業見学

インターンシップ

高卒採用

社員研修

事業開発

ブランディング

等

高校生のPBL支援

企業連携型PBL

STEAM教育支援

キャリア教育支援

（PBL×働く・進路）

学校の働き方改革

企業版奨学金

企業版ふるさと納税

等

【参考】地域との協働による高校魅力化の展開イメージ案
～高校・自治体と大学・企業等の連携協働の推進による人の流れづくり～
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16
（文部科学省：http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo2/siryou/__icsFiles/afieldfile/2018/09/25/1409561_5.pdf）



17
（文部科学省：http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/coc/__icsFiles/afieldfile/2015/02/12/1354716_02.pdf）



18
（文部科学省：http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/__icsFiles/afieldfile/2017/08/09/1387466_2.pdf ）



19
（文部科学省：http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2019/04/18/1415875_3_1.pdf ）



20
（文部科学省：https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/special/reform/wg7/291031/shiryou1-7.pdf ）



21
（文部科学省：http://www.mext.go.jp/apollon/mod/pdf/mext_propulsion_20180223.pdf ）



実習助手
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（文部科学省：http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/042/siryo/__icsFiles/afieldfile/2009/03/19/1247451_1.pdf ）

（文部科学省：http://www.soumu.go.jp/main_content/000497035.pdf）



（教育再生実行会議 第十一次提言案概要）：https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kyouikusaisei/dai45/siryou1-1.pdf）
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令和元年６月11日まち・ひと・しごと創生会議（第19回）宮城委員資料より

（内閣官房：https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/meeting/souseikaigi/r01-06-11-shiryou4_1.pdf）



25
（内閣府： https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/tiikisaisei/bosyuu/pdf/h26_2_4.pdf ）



26
（厚生労働省：https://www.mhlw.go.jp/content/12602000/000493818.pdf）



27
（内閣府：https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/tiikisaisei/portal/pdf/seido_gaiyou.pdf ）


